
＊１　ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of Reference for Languages）の略称。語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材
の編集、外国語運用能力の評価のために、透明性が高く、包括的な基盤を提供するものとして、2001 年に欧州評議会が発表。Ａ（基礎段階の言語使用者）、Ｂ（自立し
た言語使用者）、Ｃ（熟達した言語使用者）ごとに２レベル、計６レベルが設定されている。

※文部科学省「外国語教育の抜本的強化のイメージ」を基に編集部で作成。　

小・中学校、高校　新学習指導要領における英語教育の内容図１

CEFR
（＊１）

B2

B1

A2

A1

高
校

中
学
校

小
学
校

新たな外国語教育が目指すレベル
「何ができるようになるか」という観点から、国際基準（ＣＥＦＲ）を参考に、小・中・
高を通じた５つの領域（ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り・発表） 」「書く
こと」 別の目標を設定。

•互いの考えや気持ちなどを外国語で伝え合う対話的
な活動を重視。

•具体的な課題を設定するなどして、学習した語彙、
表現などを実際に活用する言語活動を充実。

• 授業は外国語で行うことを基本とする。

•５領域を総合的に扱う科目群として「英語コミュニ
ケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を、発信力を高める科目群と
して「論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を設定。

• 授業は外国語で行うことを基本とする（前回改訂よ
り）。

５・６年生［教科型］
• 段階的に「読むこと」「書くこと」を加える。
• 指導の系統性を確保。

３・４年生［活動型］
•「聞くこと」「話すこと（やり取り・発表）」を中心とする。
•外国語に慣れ親しませ、学習への動機づけを高める。

高校卒業レベルで
4000 ～

5000 語程度

高校で
1800 ～

2500 語程度

中学校で
1600 ～

1800 語程度

小学校で
600 ～

700 語程度

年間70単位時間（週２コマ程度）

年間35単位時間（週１コマ程度）

小
・
中
・
高
で
一
貫
し
た
目
標
を
設
定

年間140単位時間（週４コマ程度）

高
校

中
学
校

CEFR A1レベル相当以上の生徒
2016 年 36.1％→
2019年 44.0％（目標 50％）
• 学習意欲、積極性の向上
•言語活動が十分でない

CEFR A2レベル相当以上の生徒
2016 年36.4％→
2019年43.6％（目標 50％）
• 学習意欲、発信力に課題
•言語活動が十分でない

小
学
校 • 読み書きに対する意欲

• 音声から文字への接続に
課題がある

年間35単位時間
（週１コマ程度）

年間140単位時間
（週４コマ程度）

活動型

現状レベル
• 学年が上がるにつれて意欲に

課題
• 学校種間の接続が不十分

改善・充実

高校卒業
レベル

3000語程度

高校で
1800 語程度

中学校で
1200 語程度

高校卒業
レベルで

3000語程度

生徒が英語学習において成長を実感できるよう、
指導と評価の一体化を図る

2022 年度から実施される新学習指導要領では、「外国語」は「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ」
「論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の科目構成となり、英語４技能を総合的に扱う言語活動を一層充実させ、

生徒の英語による発信力を高める指導がますます求められるようになる。
しかし、文部科学省の調査では、高校での英語の言語活動の実施率は５割程度にとどまっている。

そこで、言語活動の実施に向けた課題を整理するとともに、高校と共同で英語の指導と評価の実践研究を行う大学教員に、
課題に取り組む上で必要なことや指導のヒントを語ってもらった。

課題整理
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英
語
教
育
の
充
実
・
強
化
は
、
日
本
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
新

学
習
指
導
要
領
の
「
外
国
語
活
動
」「
外

国
語
」
で
は
、
教
育
目
標
や
内
容
が
、
小

学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
連
続
性
が
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
に
見
直
さ
れ
た
。
言
語

能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
の
国
際

指
標
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
（
＊
１
）
を
参
考

に
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
５
領
域
別
に
小・中・

高
を
通
じ
た
目
標
を
設
定
。
児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
そ
の
目
標
に
到
達
で
き
る

よ
う
、
５
領
域
ご
と
に
学
校
段
階
別
の
到

達
目
標
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
小
学
３

年
生
〜
高
校
３
年
生
の
10
年
間
の
Ｃ
Ａ
Ｎ

─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
と
言
え
る
。

　
５
領
域
は
、「
聞
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」

「
話
す
こ
と
［
や
り
と
り
］」「
話
す
こ
と

［
発
表
］」「
書
く
こ
と
」
を
指
し
、「
話
す

こ
と
」
が
、「
話
す
こ
と
［
や
り
と
り
］」

「
話
す
こ
と
［
発
表
］」
に
分
か
れ
た
の
が
、

現
行
学
習
指
導
要
領
か
ら
の
大
き
な
変
更

点
だ
。
　

　
英
語
力
の
到
達
目
標
は
、
中
学
校
卒
業

段
階
で
は
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
１
レ
ベ
ル
相
当

以
上
、
高
校
卒
業
段
階
で
は
必
修
科
目
で

Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ａ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
、
選

択
科
目
で
同
Ｂ
２
レ
ベ
ル
相
当
以
上
と
設

定
さ
れ
た
。
　

　
新
学
習
指
導
要
領
の
「
外
国
語
活
動
」

「
外
国
語
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
く
（
図

１
）。

◎
小
学
校
（
２
０
２
０
年
度
実
施
）

　
３・
４
年
生
で
は
、
年
間
35
単
位
時
間

の
「
外
国
語
活
動
」
が
導
入
さ
れ
た
。
５・

６
年
生
で
は
、「
外
国
語
活
動
」
は
年
間

70
単
位
時
間
の
教
科
「
外
国
語
」
と
な

り
、段
階
的
に
「
読
む
こ
と
」「
書
く
こ
と
」

が
加
わ
る
。
小
学
３
〜
６
年
生
の
各
学
年

で
、
年
間
35
単
位
時
間
の
英
語
教
育
が
純

増
し
た
こ
と
に
な
る
。

◎
中
学
校
（
21
年
度
実
施
）

　
教
科
や
授
業
時
数
に
変
更
は
な
い
が
、

取
り
扱
う
語
彙
数
が
、
小
学
校
で
学
習
す

る
６
０
０
〜
７
０
０
語
に
加
え
て
、
従
来

の
１
２
０
０
語
程
度
か
ら
、
１
６
０
０
〜

１
８
０
０
語
程
度
に
増
加
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
高
校
の
履
修
内
容
だ
っ
た
現
在

完
了
進
行
形
や
原
形
不
定
詞
、
仮
定
法
な

ど
の
文
法
事
項
が
、
中
学
校
の
履
修
内
容

と
な
っ
た
。

◎
高
校
（
22
年
度
実
施
）

　
高
校
の
「
外
国
語
」
で
は
科
目
構
成
が

変
わ
り
、
５
領
域
を
総
合
的
に
扱
う
科
目

群
と
し
て
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
が
、
発
信
力
を
高
め
る
科

目
群
と
し
て
「
論
理
・
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」

が
設
定
さ
れ
た
。
取
り
扱
う
語
彙
数
は
、

高
校
卒
業
時
に
４
０
０
０
〜
５
０
０
０

語
程
度
と
、
現
行
学
習
指
導
要
領
で
の

３
０
０
０
語
程
度
か
ら
大
幅
に
増
え
る
。

　「
外
国
語
活
動
」「
外
国
語
」
の
目
標
を

一
覧
（
図
２
）
に
ま
と
め
た
。
改
め
て
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
の
育
成
が
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
　

　
ま
た
、
目
標
到
達
に
向
け
て
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
を
図
れ
る
よ
う
、
学
習
評

価
に
つ
い
て
も
見
直
さ
れ
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
い
て

目
標
や
内
容
が
再
整
理
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
観

新学習指導要領「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表（抜粋）図２

■外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他
者との関わりに着目して捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に
応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること。

■「外国語活動・外国語の目標」の学校段階別一覧表（抜粋）

小学校第３学年
及び第４学年
外国語活動

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、話すことの言語活動を通して、コ
ミュニケーションを図る素地となる資質・能力を次のとおり（＊2） 
育成することを目指す。

小学校第５学年
及び第６学年

外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる資質・
能力を次のとおり（＊2） 育成することを目指す。

中学校
外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現
したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力
を次のとおり（＊2） 育成することを目指す。

高校
外国語

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ、外国語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通し
て、情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝
え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと
おり（＊2） 育成することを目指す。

＊2　「次のとおり」とは、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」
ごとの目標を指す。

※文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　外国語編　付録８」を基に編集部
で作成。

10
年
間
を
見
通
し
、

到
達
目
標
を
５
領
域
別
に
示
す

新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト

英
語
に
よ
る
発
信
力
を
育
む

学
習
内
容
を
拡
充
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点
が
、「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
の
３
観
点
に
整
理
さ
れ
た
。「
外
国

語
」
で
は
、
５
領
域
の
言
語
活
動
が
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評

価
も
、
５
領
域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
３

観
点
で
評
価
す
る
こ
と
に
な
る
。
指
導
要

録
に
、
各
教
科
・
科
目
の
観
点
別
学
習
状

況
を
記
載
す
る
欄
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
も

大
き
な
変
更
点
だ
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
今
後
、

授
業
に
お
い
て
は
英
語
の
言
語
活
動
の

実
践
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
た
だ
、
文
部
科
学
省
「
令
和
元
年
度
　

『
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
』」
の
結
果
を

見
る
と
、
英
語
に
よ
る
言
語
活
動
の
実
施 ※図３〜５　文部科学省「令和元年度『英語教育実施状況調査』」を基に編集部で作成。

生徒の英語による言語活動の状況（中学校・高校）図３

パフォーマンステストの実施状況（中学校・高校）図４

「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定状況（中学校・高校）図５

注１）割合の合計は、小数点第２位切り上げ前の数字を合計して算出しているため、小数点切り上げ後の割合の和と
一致しないことがある。
注２）（　）内は、2018 年度の値。

高校中学校

100806040200
（％）

第３学年

第２学年

第１学年

全体

100806040200
（％）

■授業中、おおむね言語活動を行っている（75％程度以上）
■半分以上の時間、言語活動を行っている（50～75％程度）

26.3 52.6 79.0
（76.7）

27.7 52.9 80.6
（78.5）

25.5 53.6 79.0
（76.7）

25.8
その他専門学科及び

総合学科

英語教育を主とする
学科及び国際関係に

関する学科

普通科

全体 16.4 37.7 54.1
（50.6）

55.1
（51.3）

85.5
（82.9）

48.8
（46.8）

17.1 38.3

59.4 26.1

11.8 37.051.5 77.2
（74.8）

注）（　）内は、2018 年度の値。

高校中学校

100806040200
（％）

第３学年

第２学年

第１学年

全体

100806040200
（％）

86.1
（83.7）

84.3
（81.5）

86.7
（84.9）

その他専門学科及び
総合学科

英語教育を主とする
学科及び国際関係に

関する学科

普通科

全体 36.4
（31.4）

36.7
（32.1）

66.0
（67.7）

34.7
（28.8）

87.2
（84.6）

中学校 高校

100

80

60

40

20

0

（％）
「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標を
設定している学校の割合

「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標の達成状況を
把握している学校の割合

「CAN-DOリスト」形式による
学習到達目標を
公表している学校の割合

２
０
１
９
年

２
０
１
８
年

２
０
１
７
年

２
０
１
６
年

100

80

60

40

20

0

（％）

２
０
１
９
年

２
０
１
８
年

２
０
１
７
年

２
０
１
６
年

75.2

85.9
90.0 92.3 96.095.094.5

88.1

49.949.245.4

34.2
41.6

51.9
55.2 57.6

12.0
18.1 20.8

25.4

28.4

39.3 41.8 49.5

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

実
施
率
は
、
普
通
科
で
約
37
％

デ
ー
タ
か
ら
見
え
た
課
題
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率
は
、
高
校
の
普
通
科
で
は
約
55
％
、
総

合
学
科
な
ど
で
は
約
49
％
と
な
っ
て
い

る
（
図
３
）。
さ
ら
に
、「
話
す
こ
と
」「
書

く
こ
と
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を

両
方
実
施
し
て
い
る
割
合
は
、
高
校
の
普

通
科
で
は
前
年
度
に
比
べ
て
４・６
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
も
の
の
、
約
37
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
（
図
４
）。

　
中
学
校
で
は
、
言
語
活
動
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
が
約
８
割
で
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
中
学
校
で
培
っ
て

き
た
英
語
に
よ
る
発
信
力
を
さ
ら
に
伸
ば

す
た
め
に
も
、
高
校
に
は
言
語
活
動
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
実
施
率
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
。
　

　
一
方
で
、
英
語
教
育
が
早
期
化
し
、
学

習
内
容
も
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
他
教
科

と
同
様
に
、
今
後
、
高
校
に
入
学
し
て
く

る
生
徒
の
英
語
力
が
、
さ
ら
に
多
層
化
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
生
徒
の
高
校
入

学
時
の
英
語
力
を
把
握
し
、
強
み
や
課
題

に
応
じ
た
指
導
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
英
語
の
学
習
評
価
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ

Ｏ
リ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

活
用
状
況
に
も
課
題
が
見
ら
れ
る
。
同
じ

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｎ

─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
形
式
に
よ
る
学
習
到
達
目

標
を
設
定
し
て
い
る
高
校
は
９
割
を
超
え

る
も
の
の
、
そ
の
目
標
に
到
達
し
た
か
ど

う
か
を
把
握
し
て
い
る
割
合
は
約
58
％

だ
っ
た
（
図
５
）。
Ｃ
Ａ
Ｎ
─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

の
活
用
が
、
学
習
評
価
に
お
い
て
は
課
題

と
言
え
そ
う
だ
。

　
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
も
、英
語
の
運
用
能
力
を
問
わ

れ
る
出
題
と
な
っ
た
。リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で

は
、複
数
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読

み
取
っ
て
答
え
る
問
題
が
目
立
っ
た
。リ

ス
ニ
ン
グ
も
、聴
き
取
っ
た
内
容
を
基
に

考
え
る
問
題
が
増
え
る
な
ど
、両
分
野
と

も
、情
報
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、情
報
処
理

的
な
視
点
か
ら
の
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る

問
題
だ
っ
た
。大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の

実
施
後
、今
後
の
対
応
が
必
要
だ
と
感
じ

た
問
題
や
特
徴
に
つ
い
て
高
校
教
師
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、英
語
に
関
す
る
言
及
が
５

項
目
と
最
も
多
く
、「
読
解
量
の
大
幅
な

増
加
」「
複
数
の
英
文
や
図
表
な
ど
、様
々

な
情
報
処
理
を
必
要
と
す
る
問
題
」
な
ど

を
挙
げ
て
い
た
（
図
６
）。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
高
校
の
英
語
教
育

に
関
す
る
課
題
を
整
理
す
る
と
、
図
７
の

よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
校
と
共
同
で
英
語

の
指
導
と
評
価
に
関
す
る
実
践
研
究
を
行

う
大
学
教
員
に
聞
い
た
、
課
題
に
取
り
組

む
上
で
の
ヒ
ン
ト
を
、７
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

高
校
や
教
育
委
員
会
の
英
語
教
育
の
実
践

事
例
を
紹
介
す
る
。

課題の種類 シーン 課題の内容

顕在化
している
課題

授業（指導） ❶英語による言語活動の充実

評価
❷パフォーマンステストの実施

❸ CAN ─ DOリストの指導・評価への活用

大学入試 ❹情報処理的な視点からの読解力の育成

潜在的な
課題

授業（指導） ❺新課程生の英語力の多層化への対応

評価 ❻観点別学習状況の評価への対応

※『VIEW next』高校版編集部まとめ。

英語教育の課題　まとめ図７

大学入学共通テストにおいて高校教師が今後の対応が必要だと感じた問題・特徴図６

※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021 年９月）を基に編集部
で作成。

【英語】読解量の大幅な増加

【国語】複数の文章や資料を
比較・関連づける問題

【英語】リスニングの１回読みの問題

【地歴公民】初見のものも含む
多くの資料を読み解き、考察する問題

【数学】現実事象を題材とした問題

【理科】複数の分野をまたいで
総合的に問われる問題

【英語】複数の英文や図表など、
様々な情報処理を必要とする問題

【理科】観察・実験や
探究活動を題材にした問題

【英語】
３人以上が会話するリスニングの問題

【数学】会話形式の問題

【数学】グラフの概形をイメージする問題

【地歴公民】
探究学習のプロセスを意識した問題

【英語】イギリス英語など、アメリカ英語
以外の使用（表記、発音の違いなど）
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こ
れ
ま
で
は
、
英
語
４
技
能
の
育
成
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
も
、

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
の
た
め
に
大
学

入
試
へ
の
対
応
が
優
先
さ
れ
、
言
語
活
動

は
後
回
し
に
な
り
や
す
い
と
い
っ
た
状

況
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
２
１
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で

実
用
的
な
英
語
力
が
求
め
ら
れ
た
よ
う

に
、
各
大
学
の
入
試
に
お
い
て
も
、
英
語

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
価
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
仕

事
で
も
日
常
生
活
で
も
英
語
を
使
う
場
面

が
増
え
る
中
で
、
使
え
る
英
語
力
を
育
む

こ
と
は
、
学
校
教
育
の
重
要
な
役
割
の
１

つ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
高
校
の
先
生
方
と
共
同
で
英
語
指

導
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
経
験
か
ら
、
授
業
に
言
語
活
動
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
は
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
、
先
生
方
が
英
語
の
言
語
活
動

の
実
践
事
例
に
た
く
さ
ん
触
れ
て
、
ど

の
よ
う
な
指
導
が
必
要
な
の
か
を
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
教
員
研
修
は
、
参
加
者
が

言
語
活
動
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
に
し
、
明
日
の
授
業
か
ら
使
え
る
実

践
的
な
内
容
に
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
先
進
校
の
視
察
や
教
師
間

の
情
報
交
換
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
授

業
動
画
の
活
用
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
生
徒
が
能
動
的
に
言
語

活
動
に
取
り
組
む
意
欲
を
持
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
に
と
っ
て
英
語
学

習
の
動
機
づ
け
と
な
る
の
は
、
大
学
入
試

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
で
自
分
が

話
し
た
り
書
い
た
り
し
た
英
語
が
相
手
に

伝
わ
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
と
、
生
徒
は

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
の

活
動
に
意
欲
的
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
生
徒
主
体
の
言
語
活
動
と
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
が
英
語
を
話
し
た
く
な
る
、
英

文
を
書
き
た
く
な
る
題
材
を
選
ぶ
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
生
徒
が

友
人
と
の
会
話
で
取
り
上
げ
そ
う
な
話
題

や
、
今
日
的
な
社
会
課
題
な
ど
、
日
常
生

活
や
仕
事
で
英
語
を
使
う
場
面
を
想
定
し

た
題
材
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
英
文

の
記
事
や
英
語
の
ニ
ュ
ー
ス
動
画
な
ど
、

題
材
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
し
、
そ
う
し
た
リ
ア
ル
な
題
材
の

方
が
、
生
徒
の
好
奇
心
を
よ
り
喚
起
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
言
語
活
動
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
は
、
短
時
間
で
で
き
る
活
動

か
ら
始
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

生
徒
の
英
語
力
に
合
わ
せ
た
活
動
か
ら
始

め
、
段
階
的
に
難
易
度
を
上
げ
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
言

語
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
き
、
そ
れ
ま
で

の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
と
し
て
、
年
に

１
度
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
ポ
ス
タ
ー
発
表

な
ど
、
４
技
能
を
統
合
的
に
使
う
場
を
設

け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
（
図
）。

　
短
時
間
で
も
そ
の
場
限
り
の
活
動
と
な

ら
な
い
よ
う
、
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
に
向
け
て
、
３
年
間
を
見
通
し
た
指
導

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
も
求
め
ら
れ
て

◎
関
西
大
学
外
国
語
教
育
学
研
究
科
外
国
語
教
育（
英
語
） 

博
士
課
程
修
了
。
博
士（
外
国
語
教
育
学
）。
専
門
分
野
は
、

英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
対
照
修
辞
学
研
究
、
コ
ー
パ
ス
分

析
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
現
職
。
高
校
と
連
携
し
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
言
語
活
動
の
指
導
と
評
価
の
研

究
に
取
り
組
む
。

英
語
４
技
能
の
指
導
と
評
価
に
向
け
て

Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
を
軸
に
、

指
導
と
評
価
の
一
体
化
を
図
る

立
命
館
大
学
　
生
命
科
学
部
生
命
医
科
学
科
　
准
教
授

山
下
美
朋 

や
ま
し
た
・
み
ほ

英
語
に
よ
る
発
信
力
の
育
成
に
向
け
た
指
導
に
お
い
て
、
何
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
か
。

高
校
現
場
と
共
同
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
と
評
価
の
実
践
研
究
に
取
り
組
む

立
命
館
大
学
の
山
下
美み

朋ほ

准
教
授
に
聞
い
た
。

実
践
事
例
に
数
多
く
触
れ
、

言
語
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

生
徒
が
関
心
を
持
て
る
題
材
で

生
徒
主
体
の
言
語
活
動
に
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い
る
読
解
力
や
思
考
力
は
、
国
語
力
に
下

支
え
さ
れ
て
い
る
力
で
す
。
教
師
間
で
連

携
し
、
合
教
科
的
な
指
導
を
進
め
る
こ
と

も
、
今
後
の
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
英
語
の
指
導
計
画
の
立
案
に
有
効
な
の

が
、
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
で
す
。
教
師

間
で
目
標
の
目
線
合
わ
せ
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
達
成
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
指
導
す

れ
ば
よ
い
か
、
具
体
的
に
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
そ
の
過
程
で
は
、
到
達

度
を
測
る
た
め
に
評
価
も
組
み
込
ま
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト

が
あ
る
こ
と
で
、
指
導
と
評
価
の
一
体
化

が
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｎ
─

Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
で
用
い
ら
れ
る

「
〜
で
き
る
」
と
い
う
表
現
は
、
生
徒
に

と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
評
価
規
準
で

す
。
過
去
の
自
分
の
英
語
力
と
照
ら
し
合

わ
せ
て
、成
長
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

目
標
の
設
定
も
し
や
す
い
の
が
、
Ｃ
Ａ
Ｎ

─
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

　
授
業
で
の
活
動
を
評
価
す
る
こ
と
は
、

生
徒
が
成
長
実
感
を
持
つ
機
会
と
し
て
重

要
で
す
が
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の

実
施
率
が
低
い
の
は
、評
価
方
法
に
難
し

さ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
で
は
、単
語
や
文

法
の
知
識
に
加
え
、流
暢
さ
や
論
理
性
な

ど
、評
価
対
象
に
で
き
る
項
目
が
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。加
え
て
、観
点
別
学
習
状
況

の
評
価
は
公
正
さ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

各
観
点
を
ど
の
活
動
で
評
価
す
る
の
か
を

決
め
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
複
数

の
教
師
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
を
実

施
し
、そ
の
評
価
結
果
を
す
り
合
わ
せ
る

中
で
作
成
す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
工
程
も
含
め
、
評
価
に
は
労

力
が
か
か
り
ま
す
。
す
べ
て
の
活
動
を
評

価
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
ず
は
教
師
間
で
評

価
の
対
象
と
す
る
活
動
を
決
め
、
評
価
の

実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
は
、活
用
し

た
い
評
価
方
法
の
１
つ
で
す
。ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
し
て
の
信
頼
性
が
検
証
さ
れ
、文

部
科
学
省
が
英
語
学
習
の
指
標
と
し
て

示
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
と
の
対
照
表
が
出
さ
れ

て
い
る
試
験
で
あ
れ
ば
、国
際
基
準
で
の

英
語
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。教
科

書
の
素
材
か
ら
出
題
す
る
定
期
考
査
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
は
、日
頃
の
指
導

の
評
価
や
、特
定
期
間
の
成
長
の
測
定
に

適
し
て
い
ま
す
。一
方
、英
語
の
資
格
・
検

定
試
験
は
、英
語
力
の
長
期
的
な
伸
び
を

測
り
、指
導
の
効
果
検
証
や
生
徒
の
成
長

実
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。

　
私
が
所
属
す
る
生
命
科
学
部
で
は
、
３

年
生
で
研
究
室
に
所
属
し
、
先
行
研
究
と

し
て
大
量
の
英
語
論
文
を
読
み
、
研
究
成

果
を
ま
と
め
る
論
文
を
書
き
ま
す
。
ア
ジ

ア
か
ら
の
留
学
生
も
多
く
、
研
究
室
は
小

さ
な
国
際
社
会
で
す
。
ま
た
、
海
外
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
に
、
学
部
生
が
参
加

す
る
こ
と
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研

究
活
動
に
向
け
て
、
１
年
次
か
ら
、
英
語

の
科
目
で
パ
ラ
グ
ラ
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

徹
底
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
英
語
が
使

え
る
と
、
学
生
の
将
来
の
可
能
性
は
確
実

に
広
が
り
ま
す
。
そ
う
し
た
、
大
学
で
の

英
語
の
学
び
の
状
況
を
高
校
生
に
伝
え
て

い
く
こ
と
で
、
英
語
に
対
す
る
学
習
意
欲

の
向
上
に
結
び
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◎日本語で話した自分の考えや昨日の出来事などを、知っている英語で話し
たり書いたりする。教師は、机間指導を通じて、生徒が用いた表現の中か
らよいものをピックアップし、ほかの生徒に共有する。

◎「友人とけんかをした」「SNSのアカウントが漏れた」など、相談室に寄
せられた悩みに答えるという設定で、最初は口頭で英語で答え、その内容
を英文のメールに書く。

◎教科書の素材文をテーマに個々が英語でスピーチをし、定期考査ではその
内容を書く問題を出す。「話す」「書く」を授業と連動して評価する。

◎まず、口頭で与えられたテーマに関する自分の意見を英語で述べる。次に、
同じ活動をした後、ワンパラグラフエッセーを書く。そして、エッセーのセン
テンスを増やすといった具合に、活動をレベルアップさせていく。

◎コロナ禍における課題について、英字新聞の記事や英語のニュース動画を
見て、自分たちに何ができるのかを考える。グループ内で資料を分担し、
各自が資料から理解したことを英語で報告し合い、英語の意見文を書く。

◎「高校生が使うSNSの是非」などのトピックを出し、１回25分間の活動
を３回行う。１回目は、グループで英語でディスカッションをして、自分
の考えを持てるようにする。２回目は、それをトピックセンテンス、サポー
トセンテンスの英文で書く。３回目は、２回目に書いた英文を生徒同士で
相互評価する。

◎自分が関心のあるテーマで調べ学習をし、それらを英文のレポートやポス
ターにまとめ、口頭でも英語で発表する。与えられた題材ではなく、自律
的に情報を得る態度を育成する活動にもなる。

※山下准教授の取材を基に編集部で作成。　

４技能統合型の活動例図
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